照明基礎講座

1 灯体の種類

まずは灯体そのものの説明をしよう。

ちなみに「灯体」とは照明に使うライトの総称である。

＜スポットライト類＞

まず、スポットライトとはレンズのついた灯体全てをさすと思ってくれていい。

1． 平凸スポット

　平凸スポットとは、その名の通りレンズが平凸になっている灯体のことである。

　特徴としては光の輪郭がシャープに出る。

　サス・シーリング・ＳＳ等（説明は後ほど）に使用される。

2． フレネルスポット

　フレネルはレンズにギザギザの溝が入っている灯体で、光の輪郭がぼやけるのが

　特徴である。舞台を全体的に照らしたい時などに用いられる。

　ボーダー（地明り）などに使用される。

＜フラッドライト類＞

　フラッドライトとはレンズのついていない灯体を指す。使い方が非常に限定される。

　主な使用手段としてはアッパー・ローアーホリゾントライトがある。

＜ＰＡＲライト＞

　ＰＡＲライトはレンズと電球が一体となった灯体。

　スモークを炊いた時に使用すると光のラインがはっきり見えるのでビームとして用いられることが多い。

2 各照明の役割
では次にそれぞれの照明の役割を説明していこう。

舞台上に存在する照明にはそれぞれが違った役割と特徴をもっている。

それぞれの特徴をよく理解し、有効に使う事でより良い照明が作れるであろう。

舞台照明の簡略図を載せておいたので、文章と対応させて見てもらうと

一層わかりやすいだろうと思う。

なお、ここで説明している照明はどこにでもある基本的なものである。

特殊な効果をもつ照明に関しては、また別に説明しよう。

1 サスペンションライト

よく「サス」と略されて呼ばれる。

ＳＣＳでは、サスというと個人を真上から照らす照明を指す。（図①参照）

実際はサスペンション（＝宙づり）ライトというように

舞台の真上に吊ってある照明の総称。

灯体を吊るしている棒をサスバトンという。

（図①）
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2 シ－リングライト

通称「ＣＬ」。

客席の真上、舞台から見て斜め前方にあり、演者の顔を見せるのに用いる。

舞台上の照明（サス等）だけだと顔に影ができたりするので

それを補佐する役割をもつ。

3 フロントサイドライト

舞台から見て斜め前方にある一連の灯体郡を指す。

通称は「フロント」だろうか？

シーリングライトだけでは立体感が出ない、という場合に用いる。

この照明は日本人の発案らしい。

4 アッパーホリゾントライト

通称「アッパー」である。

ホリゾントというのは舞台最後方ある「ホリゾント幕」のことである。

その「ホリゾント幕」（通称「ホリ幕」）を上から照らすのでアッパー（Ｕｐｐｅｒ）

ローアーホリゾントライトと対。

5 ロ－アーホリゾントライト

通称「ローホリ」。

ホリ幕を下から照らすのでローアー（Ｌｏｗｅｒ）。

両ホリゾントライトは背景を担当する灯体である。

両ホリゾントライトには通常３～４色が入っていて、それを組み合わせて色を作る。

この｢３～４色｣というのはＢｌｕｅ・Ｒｅｄ・Ｇｒｅｅｎ・Ｙｅｌｌｏｗである。

色についても後ほど詳しく説明するので、ここでは軽く流そう。

6 サイドスポットライト

通称「ＳＳ」。ステージスポットライトとも言われるが結局「ＳＳ」である。

通常舞台の横、下手上手に一基づつ配置する。

効果としては、フロントなどと同様、演者に立体感を与えることができる。

また暗転やホリのみの状態でＳＳを出すとカッコイイ。

7 ボーダーライト

通称「ボーダー」。

舞台の真上にあるが、サスバトンに吊っているわけではなくホール備え付けである。

舞台全体をフラットに照らす。作業灯としても使われる。

と、ここまでが一般的にホールに常備されている照明である。

しかし、これだけが照明の灯体のすべてではない。

次に紹介するのは特殊な灯体達である。

これらを上手く使う事で、アクセントを与える事ができる。

· ミラーボール

言わずと知れたミラーボール。あのディスコとかで使われている物である。

位置はホールによって違うが、たいていはサスバトンに吊るす。

ミラーボール自体は光らないので「ミラー当て」というものが別に必要になる。

効果はいちいち説明するまでも無いでしょう。小さな水玉がクルクル回ります。

通常は横回転だが、マレに縦回転のものもある。

· フットスポットライト

フットスポットと呼ばれる。最近のＳＣＳお気に入りの照明である。

舞台の上に直接置く照明で、このような照明を「ころがし」という。

効果はいわゆる「下からあおった」という感じで、演者を下から照らす。

ホリ幕に出る演者の影がダイナミックでかっこいいとの評判である。

· ホリ当て

これもＳＣＳのお気に入りである。

舞台奥に下手上手二基ずつ配置する。

効果は、ホリ幕に計４本の光のラインが浮かび上がる。

コレをつけたり消したりすることで、照明に動きを出す事ができる。

やりすぎると怒られる。

· ロゴ当て

通常ライブには「ロゴ」が製作され、舞台上に吊るされる。

それを当てるための照明が「ロゴ当て」である。

舞台美術と照明のコラボレーションの最も単純な１例である。

· その他

オーロラマシン・波マシーン・ストロボ・メラスポット・ディスクマシーン…

これらはメイン照明の補助として様々なアクセントを与えてくれる灯体である。

しかし、ＳＣＳでこれらを使用することはまずないので流す。

ライブ予算というものは常にカツカツなのだ。

· センタースポットライト

別名「フォロースポットライト」・「ピンスポットライト」。通称「ピンスポ」。

私が主に扱う灯体であり、忘れてはならない灯体である。

本番中に位置が動かせる唯一の照明で、リードを追ったりするときに使用。

卓とは別の楽しさがある。しかしミスがバレやすいので油断は禁物。

3 色と色作り

続いて説明するのは色についてである。

照明において色作りは生命線とも言えるだろう。

ダサい色を作れば、その照明員のセンスが疑われるだけでなく、バンドにも迷惑がかかる。

その点で照明員が最も考慮しなければいけないことだろう。

＜色とは＞

灯体に何も手を加えずに点けた場合の色は「白」である。これを「ナマ」という。

　その「ナマ」の状態から色をつけるのに使用するのが「ゼラ」と呼ばれるフィルターだ。

　ゼラには多くの色があるが、ピンク・赤・橙・黄・緑・淡青・濃青・紫に大別される。

　それだけ！？と思う人もいるかもしれない。

　では照明において、いかにして複雑な色を生み出すのか。

＜色作り＞

　まず重要なのは「光の三原色」というものである。

　すなわち、前項のホリゾントライトの下りで書いた４色のうち

Ｒｅｄ・Ｇｒｅｅｎ・Ｂｌｕｅを指し、頭文字をとってＢＧＲと呼ぶ。

また、これにＹｅｌｌｏｗを足す事で、かなり複雑な色を表現する事ができるのだ。

さらに、ホリに○○色を作って、シーリングで××色を足して…など

組み合わせによってイメージは無限に膨らむのである。

4 セッティング

次に説明するセッティングというものは、たいていの場合ホールの人がやってくれる。

やってくれない場合にはプロを雇った方が無難であろう。

＜セッティング＞

　照明が起動する状態までもっていくこと。

　サスバトンに灯体をつるし、回路を組み…と非常に複雑な作業だったりする。

　プロまたはホールの人の邪魔にならないように気をつけるのが第一である。

＜シューティング＞

　これはサークル員も協力しなければならない作業である。

　つまりは各灯体のねらいを定める作業である。チーフは立ち位置決めなどにも参加する。

　問題は灯体を自分達で動かす場合…。大変なのでなるべく避けたほうが良い。

5 照明基礎用語

ここまで読んでもらえれば、おそらく照明について理解していると思う。

最後はもっと細かい用語についていくつか説明して終わりにしよう。

· Ｆ.Ｉ

フェードインの略。ゆっくりと光を照らす事。

同様に消す事をフェードアウト（Ｆ.Ｏ）と言う。

· Ｃ.Ｉ

カットインの略。Ｆ.Ｉと対をなし、パッと一気に光を照らす。

同様に消す事をカットアウト（Ｃ.Ｏ）と言う。

· 暗転

全ての灯体が消えている状態。

バンドのスタンバイや撤収はたいていこの状態の時に行われる。

· キュー

行動を起こすタイミングのこと。合図。

主にインカムから出される。

· きっかけ

意味的にはキューと同じ。

台詞きっかけ・勝手に歌いだしきっかけなどがある。

· Ｑシート

色変えのタイミング（キュー）と、その時の色レベルを記載した紙。

前・当日でお世話になる紙である。

· 卓

今まで説明してきた灯体の操作を一括して行う機材。またはその機材を担当している人。

· フェーダー

クロスフェーダー・プリセットフェーダー・グループフェーダー・メインフェーダー。

それぞれの役割は口で説明した方がいいだろう。
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